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夢
を
見
据
え
市
長
に
要
望
と
質
問

　
　
　
ヤ
ン
グ
市
民
と
市
長
と
の
懇
話
会

�

　 　
市
内
の
若
者
と
市
長
が
意
見
を
交
換
し
合
う
「
ヤ

ン
グ
市
民
と
市
長
と
の
懇
話
会
」
が
７
月
31
日
、

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
市
の
財
政
や
農
業
、

内
陸
線
の
存
続
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊ 

　
懇
話
会
は
、
新
市
発
足
以
来
、
市
民
か
ら
の
要

望
や
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
自
治
会
な
ど
各
団
体
等
と
の
話
し
合
い
の
場

は
あ
っ
た
も
の
の
、
青
年
層
を
対
象
と
し
た
機
会

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
岸
部
市
長
の
発
案
で
実
施

し
た
も
の
で
、
各
地
区
の
20
代
か
ら
40
代
の
男
女

11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

■
市
の
財
政
、
観
光
事
業
、
市
民
病
院
な
ど
質
問 

　
ヤ
ン
グ
市
民
か
ら
は
、
▽
こ
こ
に
ず
っ
と
住
み

続
け
る
つ
も
り
だ
が
、
市
の
財
政
が
心
配
▽
観
光

事
業
と
他
の
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
の
で
は
。

も
っ
と
観
光
に
力
を

入
れ
て
欲
し
い
▽
市

民
病
院
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
と
い

っ
た
質
問
や
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
財
政
に
つ
い
て
の

質
問
に
対
し
岸
部
市

長
は
、「
地
方
交
付
税

の
削
減
と
い
う
国
の

方
針
で
地
方
自
治
体

は
ど
こ
も
厳
し
い
。

行
政
需
要
は
増
え
る
一
方
だ
が
、
合
併
以
来
10
億

円
も
の
交
付
税
が
減
額
に
な
っ
て
い
る
。
市
で
は
、

『
こ
れ
以
上
借
金
を
増
や
さ
な
い
』
『
職
員
を
減

ら
し
、
人
件
費
を
削
減
す
る
』
と
い
っ
た
方
法
で

歳
出
抑
制
に
努
め
て
行
く
。
指
定
管
理
者
制
度
を

活
用
し
、
市
の
施
設
運
営
を
民
間
団
体
に
委
託
し

て
い
る
の
も
そ
の
一
環
」
ま
た
、
「
イ
ベ
ン
ト
は
、

行
政
で
は
な
く
観
光
協
会（
民
間
団
体
）が
実
施
す

る
べ
き
。
市
は
、
実
施
す
る
た
め
の
環
境
を
整
え
、

フ
ォ
ロ
ー
す
る
立
場
。
協
会
は
市
の
事
業
を
請
け

負
っ
て
い
る
わ
け
で
な
な
く
、
あ
く
ま
で
独
自
に

企
画
・
実
施
し
て
い
る
と
い
っ
た
視
点
に
立
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
理
解
を
求
め
な
が
ら
そ
の
対
応

策
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
医
療
や
病
院
に
つ
い
て
の
関
心
も
高
く
、
（
仮

称
）
市
民
病
院
に
つ
い
て
の
質
問
に
市
長
は
、「
メ

リ
ッ
ト
は
、
高
度
医
療
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
、

市
外
の
病
院
に
入
院
し
て
い
る
患
者
を
市
に
戻
せ

る
こ
と
が
ま
ず
第
一
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
『
病
院

が
遠
く
な
る
』
人
が
出
る
こ
と
や
、
現
在
中
央
病

院
の
あ
る
商
店
街
か
ら
人
が
少
な
く
な
る
こ
と
な

ど
だ
が
、
『
遠
く
な
る
』
こ
と
は
道
路
改
良
と
い

っ
た
環
境
整
備
な
ど
で
解
消
し
た
い
。
ま
た
商
店

街
を
病
院
で
活
性
化
す
る
こ
と
は
本
末
転
倒
で
あ

り
、
別
の
活
性
化
策
が
必
要
」
と
説
明
。 

　
さ
ら
に
、
「
病
院
運
営
は
、
厚
生
連
に
指
定
管

理
制
度
で
委
託
す
る
予
定
だ
が
、
北
秋
中
央
病
院

も
黒
字
経
営
で
心
配
は
し
て
い
な
い
。
病
院
の
建

設
費
は
大
き
い
が
、
家
賃
分
は
減
価
償
却
費
の
形

で
戻
っ
て
く
る
し
、
ま
た
赤
字
に
な
っ
た
場
合
で

も
そ
れ
は
契
約
上
の
規
定
で
管
理
者
が
負
う
事
。

運
営
面
で
さ
ら
に
市
民
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
は

決
し
て
な
い
」
と
、
強
調
し
て
い
ま
し
た
。 

 　
様
々
な
質
問
が
だ
さ
れ
た 

懇
話
会 

ヤング市民と市長との懇話会 第59回全国植樹祭市長日誌

◇
７
月
16
日
〜
31
日 

18
日
（
水
）
▽
北
秋
田
市
防
犯
協
会
総
会
に
出
席 

19
日
（
木
）
▽
平
成
19
年
度
北
秋
田
市
交
通
安
全
母
の
会
総
会

に
出
席
▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
７
月
定

例
議
会
に
出
席 

20
日
（
金
）
▽
合
川
地
区
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
に
出
席 

23
日
（
月
）
▽
秋
田
岩
手
広
域
地
域
観
光
交
流
推
進
協
議
会
総

会
に
出
席
▽
全
国
植
樹
祭
後
催
県
指
導
会
議
意
見

交
換
会
に
出
席 

24
日
（
火
）
▽
森
吉
山
ス
キ
ー
場
管
理
運
営
協
議
会
総
会
に
出

席
▽
北
秋
田
市
議
会
全
員
協
議
会
に
出
席
▽
内
陸

線
乗
車
促
進
協
力
庁
内
会
議
に
出
席 

25
日
（
水
）
▽
Ｊ
Ｒ
北
海
道
Ｄ
Ｍ
Ｖ
視
察（
〜
27
日
） 

29
日
（
日
）
▽
秋
田
北
・
日
韓
交

流
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
に
出
席 

30
日
（
月
）
▽
坊
沢
自
治
会
長
会

「
市
長
と
語
る
会
」

懇
親
会
に
出
席 

31
日
（
火
）
▽
ヤ
ン
グ
市
民
と
の

意
見
交
換
懇
話
会
に

出
席 

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
D
M
V
視
察
 

を
行
な
う
岸
部
市
長（
25
日
）
 

▼  

手
を
つ
な
ご
う
　
森
と
水
と
わ
た
し
た
ち

第
59
回 

全
国
植
樹
祭 

全
国
植
樹
祭 

２
０
０
８
　
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

◇
全
国
植
樹
祭
と
は
◇  

　
全
国
植
樹
祭
は
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
国
土
の
復

興
を
め
ざ
し
て
昭
和
25
年
に
始
ま
り
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
に
よ
る
お
手
植
え
や
全
国
各
地
か
ら
の
参

加
者
に
よ
る
記
念
植
樹
等
を
通
じ
て
、
国
民
の
森

林
に
対
す
る
愛
情
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
国
の
一
大
行
事
。
植
樹
祭
の

運
営
主
体
は
秋
田
県
で
す
が
、
本
市
で
の
開
催
が

一
昨
年
11
月
に
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
市
で
は

来
春
の
開
催
に
向
け
行
政
機
関
や
林
業
関
係
者
、

市
民
な
ど
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
（
会
長
：
岸
部

市
長
）
を
設
立
、
県
と
の
連
携
の
も
と
、
植
樹
祭

の
成
功
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。  

           

全
国
植
樹
祭
協
賛 

　
「
森
っ
ち
募
金
」
に
ご
協
力
を
！！ 

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
は
多
く
の
県
民
の
皆
様
の

森
づ
く
り
、
緑
づ
く
り
へ
の
「
思
い
」
を
結
集
し
、

秋
田
県
の
緑
化
運
動
を
全
国
に
向
け
、
力
強
く
発

信
す
る
行
事
で
す
。 

　
ど
う
ぞ
、
第
59
回
全
国
植
樹
祭
へ
の
協
賛
「
森

っ
ち
募
金
」
に
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
社
団
法
人
　
秋
田
県
緑
化
推
進
委
員
会 

　
　
◇
ご
協
賛
い
た
だ
く
と
◇ 

☆
協
賛
者
の
氏
名
は
本
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

植
樹
祭
記
念
誌
に
掲
載
す
る
ほ
か
、「
森
っ
ち
ピ
ン

バ
ッ
ジ
」
を
記
念
に
差
し
上
げ
ま
す
。 

☆
「
森
っ
ち
募
金
」
は
、
第
59
回
全
国
植
樹
祭
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。 

☆
大
会
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
ロ
ゴ
及
び
大
会
テ
ー

マ
の
使
用
が
で
き
ま
す
。 

　
　
◇
「
森
っ
ち
募
金
」
の
振
込
方
法
◇ 

■
口
座
／
秋
田
銀
行
県
庁
支
店
■
口
座
番
号
／
普

通
預
金
４
６
３
８
５
３
■
口
座
名
義
／
「
秋
田
県

緑
の
募
金
」
社
団
法
人
秋
田
県
緑
化
推
進
委
員
会

■
協
賛
単
位
／
業
者
の
方
は
１
口
１
万
円
、
個
人

の
方
は
少
額
で
も
結
構
で
す
。
■
募
金
期
間
／
平

成
20
年
全
国
植
樹
祭
開
催
日
ま
で 

▲開催会場の県立北欧の杜公園 

「集まれ水と緑の応援団」参加キャンペーン 

「あきたの森」絵画・写真コンクール 

 

H19年6月～9月 

H19年秋 秋田森づくりフォーラム 

全国林業者大会・林業後継者大会 

時　期 名　称 内容・開催地等 

 

 

H19年7月 

H19年9月 

H19年9月～ 

H19年10月 

H19年10月 

H19年秋 

 

 

H20年3月 

H20年 

植樹祭の前日 

 

 

 

 

秋田県緑の交流集会 

全国女性森林フォーラム 

カウントダウンイベント 

プレ植樹祭 

秋田国際木彫シンポジウム 

秋田県森林ボランティア体験交流会 

 

 

全国植樹祭開催記念シンポジウム 

 

 

 

秋田の持つ豊かな自然や森林に関する絵画や写真を募集。 

10月頃発表・表彰を行います。 

緑の少年団の活動発表等　あきた白神体験センター（八峰町） 

森林療法や森林教材をテーマにしたフォーラム 

間伐大作戦、子ども海岸林植樹、森林祭、木工体験など 

海岸林植樹（潟上市） 

世界の木彫アーティストによる制作・展示（北欧の杜公園） 

地球温暖化防止のための公募ボランティアによる枝打ち等 

秋田の森づくりについて、県民の関心を高めるため、講演

会などを開催 

１００日前イベントとして開催（北秋田市） 

全国の林業者が一堂に会し、未来の森づくりについて情報

発信する（秋田市） 

参加者１万２千人（北欧の杜公園）※開催日は今月下旬に

決まる予定 
第59回全国植樹祭 H20年春 

森っち 

開　催�

テーマ

市

長

日

誌

▼  


